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■ 

組
合
と
青
年
部
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
組
合
は
、
㈿
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
と
し
て
昭
和
39
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
組
合
の
定
款
を
変
更
し
、
卸
売
業
以
外
の

業
種
も
受
入
可
能
と
な
り
、
現
在
で
は
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
店
舗
や
事

務
所
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
混
在
す
る
新
た
な
商
業
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

賑
わ
う
街
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
は
、
商
業
施
設「
問
屋
町

テ
ラ
ス
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
賑
わ
い
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
卸
セ
ン
タ
ー
経
営
研
究
会
」と
い
う
有
志
の
組
織
が
青
年

部
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
が
、
平
成
24
年
4
月
に
正
式
に

青
年
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
11
名
の
青
年
部
員
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

問
屋
町
で
の
取
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 　

今
年
１
月
、
組
合
員
企
業
で
あ
る
㈱
岡
山
エ
コ
ー
ル
が
、
当
組
合

事
務
所
内
に
岡
山
県
内
の
中
小
企
業
の
D
X
推
進
を
支
援
す
る

「O
ka

ya
m

a
 S

a
a
S

/D
X

 C
tr.

」を
開
設
し
ま
し
た
。
岡
山
県
中
央

会（
岡
山
県
委
託
事
業
）に
よ
る「
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
向
上
支
援

事
業
」で
は
、
当
組
合
青
年
部
に
も
所
属
し
て
い
る
㈱
岡
山
エ
コ
ー

ル
の
西
室
長
が
専
門
家
と
し
て
、
問
屋
町
内
に
あ
る
蜂
谷
商
事
㈱
や

宇
治
郷
㈱
等
の
業
務
効
率
化
や
I
T
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。
蜂
谷

商
事
㈱
で
は
、
従
来
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
で
行
っ
て
い
た
勤
怠
管
理
や

ア
ナ
ロ
グ
で
の
集
計
作
業
を
ク
ラ
ウ
ド
ソ
フ
ト
導
入
に
よ
り
自
動

化
し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
中
央
会
の
事
業
やD

X
 C

tr.

を
活
用
し
、
問
屋
町
内
の
企
業

の
D
X
化
推
進
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
の
小
学
校
に
向
け
て
、
問
屋
町
の
歴
史
や
卸
売
業
に

つ
い
て
説
明
す
る
出
前
授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
、
昔
と
今
の
問
屋
町
を
比
較
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま

す
。
授
業
後
に
は
、
青
年
部
の
企
業
で
あ
る
宇
治
郷
㈱
や
岡
山
ゴ
ム

㈱
等
の
会
社
見
学
を
実
施
し
、
会
社
や
街
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
問

屋
町
内
の
交
通
ル
ー
ル
な
ど
も
教
え
て
い
ま
す
。
問
屋
町
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
街
を
発
展
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■ 
最
近
力
を
入
れ
て
い
る
青
年
部
の
主
な
活
動
に
つ
い
て

■ 
教
え
て
く
だ
さ
い

　
今
年
か
ら
組
合
の
各
種
委
員
会
の
委
員
長
を
青
年
部
か
ら
選
出

し
、
青
年
部
が
主
体
的
に
委
員
会
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」が
組
織
さ
れ
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
様
々
な
社
会
実
験
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
問
屋
町
テ
ラ
ス
北
側
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し
て

楽
し
む「
問
屋
町S

tre
e

t F
e

s
」も
開
催
し
、
青
年
部
員
を
中
心
に

問
屋
町
内
の
企
業
や
テ
ナ
ン
ト
、
外
部
か
ら
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

方
々
と
も
協
力
し
て
、
街
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
以
前
は
あ
ま
り
交
流
が
な

か
っ
た
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
と
も
繋
が
り
が
生
ま
れ
て
お
り
、
今
後
は

一
緒
に
街
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

組
合
員
や
テ
ナ
ン
ト
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
問
屋
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す 協

同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
青
年
部  

会
長

蜂
谷
商
事
株
式
会
社  

専
務
取
締
役

蜂
谷 

大
樹  

氏

空から見た問屋町

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

出前授業の様子
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ま
た
、
今
年
も
11
月
16
日（
土
）
14
時
～
21
時
に「
問
屋
町

S
tre

e
t F

e
s2

0
24

 

宴
︲
U
T
A
G
E
︲
」を
開
催
し
ま
す
。
問
屋

町
内
の
飲
食
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
も
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
秋
空
の
下
、
美
味
し
い
食
べ
物
と
ジ
ャ
ズ
の
音
色

を
ぜ
ひ
楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■ 

今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
青
年
部
の
取
組
に
つ
い
て

■ 

教
え
て
く
だ
さ
い

　
11
月
に
は
、
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
㈿
青
年
部
か
ら
の
呼

び
か
け
に
よ
り
、
㈿
岡
山
機
工
セ
ン
タ
ー
青
年
部
、
当
組
合
青
年
部

で
青
年
部
他
団
体
交
流
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
会
食
を
交
え
た

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
他
の
青
年
部
の
困
り
ご
と
や
課
題
を
解
決
し

た
事
例
な
ど
を
共
有
し
、
親
睦
を
深
め
、
横
の
繋
が
り
が
広
が
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
勉
強
会
や
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
視
察
も
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
昨
年
は
親
会
の
事
業
と

し
て
の
視
察
に
初
め
て
青
年
部
も
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
エ
リ
ア
を
実
際
に
視
察
す
る
こ
と
で
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
の
導
入
検
討
が
議
題
に
上
が
る
な
ど
議
論
が
活
発
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
見
識
を
広
げ
る
た
め
に
先
進
地
の
視
察
を
行
い
な
が

ら
、
ま
ず
は
用
水
路
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
は
、
目
下
に
迫
っ
て
い
る「
問
屋
町S

tre
e

t F
e

s

」を
成
功

さ
せ
、
今
後
、
定
着
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
青
年
部
と

し
て
は
組
織
の
中
か
ら
若
い
人
材
を
発
掘
し
、
組
織
の
将
来
を
見
据

え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、

問
屋
町
内
に
は
多
種
多
様
な
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
が
商
売
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
と
も
協
力
し
、
街
全
体
で
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（取材／組織支援課　小郷）

組 合 名
設      立
所 在 地
T E L
H P
組合員数
青年部会員数

：
：
：
：
：
：
：

協同組合岡山県卸センター
昭和39年1月
岡山市北区問屋町15番地101
086-241-4131
https://toiya-cho.com/
32名
11名

問屋町 Street Fes

組
合
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

協
同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　  

青
年
部  

監
事

宇
治
郷
株
式
会
社  

代
表
取
締
役

協
同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー

  

　
　
　
　
　       

青
年
部  

顧
問

全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　     

直
前
会
長

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

元
会
長（
現
理
事
）

株
式
会
社
エ
ナ
ミ  

代
表
取
締
役

宇
治
郷 

貴
世
司 

氏

惠
南 

敏
弘 

氏

青
年
部
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
一
言
コ
メ
ン
ト

　
ど
の
青
年
部
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

情
報
共
有
に
つ
い
て
は
円
滑
に
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
問
屋
町

内
で
も
様
々
な
考
え
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
目
指
す
方
向
は
一

致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
青
年
部
を
卒
業
し

て
も
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
各
都
道
府
県
の
青
年
中
央
会
を
会

員
と
す
る
組
織
）の
会
長
を
今
年
6
月
ま
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
通
常
の
青
年
部
活
動
だ
け
で
は
出
会
え
な
か
っ
た
全
国
47

都
道
府
県
の
青
年
中
央
会
の
方
々
と
も
繋
が
る
こ
と
が
で
き
、
大
き

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
問
屋

町
内
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ま
た
大
会
で
は
優
良
組
合
43
団
体
、組
合

功
労
者
72
名
、中
央
会
優
秀
専
従
者
25
名
の

表
彰
式
も
あ
り
、岡
山
県
か
ら
は
組
合
功
労

者
と
し
て
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
組
合
功
労
者

　
国
土
ハ
イ
ウ
ェ
イ
協
同
組
合

　
理
事
長
　
小
川
　
雅
司
　
氏

�

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　
池
田
）

第
76
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

開
催
さ
れ
る

　
去
る
10
月
24
日（
木
）、
福
井
県
の
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
に
て
、
第
76
回
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会（
主
催
：
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、
中
小
企

業
者
で
組
織
す
る
全
国
約
2
万
7
，0
0

0
組
合
等
の
意
見
を
総
意
と
し
て
と
り

ま
と
め
、
内
外
に
広
く
表
明
す
る
と
と
も

に
、
国
等
に
対
し
て
中
小
企
業
の
振
興
施

策
の
強
化
を
要
望
し
、
安
定
し
た
中
小
企

業
の
成
長
と
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
協
同
組
合
関
係
者
約
2
，

0
0
0
名
が
参
加
し
、『
〜
幸
せ
紡
ぎ
　
新

し
い
未
来（
あ
し
た
）へ
〜
』を
大
会
テ
ー

マ
に
掲
げ
、原
点
で
あ
る“
相
互
扶
助
の
精

神
＂の
も
と
、中
小
企
業
者
同
士
が
団
結
の

力
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
下
の

難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
、
中
小
企
業
の
結
束
力
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
ま
た
大
会
決
議
で
は
、「
急

激
な
事
業
環
境
変
化
へ
の
対
応
、
経
営
課

題
解
決
に
向
け
た
支
援
の
拡
充
強
化
」、

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
育

成
・
確
保
・
定
着
対
策
」等
の
政
府
に
要
望

す
る
14
項
目
を
採
択
し
ま
し
た
。

次
回
全
国
大
会
は
、来
年
11
月
12
日
に

広
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
４
開
催
さ
れ
る

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
去
る
10
月
16
日

（
水
）に
岡
山
県
の
委
託
を
受
け
、
岡
山
労

働
局
と
の
共
催
で「
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
4
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
障
害
者
雇
用
や

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
な
ど
の
多
種
多
様
な
働
き

方
に
つ
い
て
、
県
内
企
業
等
の
取
り
組
み

や
先
進
事
例
を
研
究
し
、
職
場
環
境
の
向

上
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
㈱
フ
ジ
ワ

ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
の
藤
原
加
奈
代
表
取

締
役
副
社
長
か
ら
、「
多
様
な
個
の
躍
動

を
実
現
す
る
人
的
資
本
経
営
の
実
践
」と

題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、
第
二
部
で

は
、
様
々
な
人
材
活
用
、
勤
務
体
制
の
確

立
等
に
つ
い
て
県
内
企
業
か
ら
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事
例
発
表
テ

ー
マ
を
題
材
と
し
て
3
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
活
発
に
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、行
政
機
関
か
ら
労
働・

雇
用
に
関
す
る
制
度
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
内
容
が
濃
く
、
た
い
へ

ん
参
考
に
な
っ
た
」「
働
き
方
改
革
に
取
り

組
む
課
題
や
手
法
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
」等
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、子
育
て
支
援
や
働

き
方
改
革
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
企
業
人
材
支
援
課
　
岡
﨑
）
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去
る
10
月
11
日（
金
）に
、
岡
山
県
と

岡
山
県
中
央
会
で
は
、
県
内
の
食
品
関

連
事
業
者
の
関
西
圏
に
お
け
る
新
規
取

引
先
獲
得
の
た
め
、関
西
の
百
貨
店
、卸

売
企
業
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
会

を
岡
山
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
食
肉
加
工
販
売
業
者
や
ス
イ

ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど
昨
年
を
超
え
る
19

の
事
業
者
が
参
加
、
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て

は
株
式
会
社
阪
急
阪
神
百
貨
店
、
株
式

会
社
近
鉄
百
貨
店
、
株
式
会
社
セ
ン
ス

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
株
式
会
社

G
7
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
4

社
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
西

圏
の
バ
イ
ヤ
ー
を
迎
え
て

の
商
談
会
は
今
年
で
開
催

2
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
企
業
に
と
っ
て

は
、
商
談
を
す
る
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
自
社
の
製
品

を
全
国
に
展
開
す
る
た
め

必
要
な
商
品
改
良
に
関
す

る
具
体
的
な
意
見
が
い
た

だ
け
る
機
会
に
も
な
り
ま

関
西
圏
食
品
バ
イ
ヤ
ー
と
の

商
談
会
を
開
催

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

公
募
再
開

し
た
。

　
参
加
し
た
事
業
者
か
ら
は「
い
ろ
ん
な

方
の
目
に
自
社
の
商
品
が
触
れ
て
い
た
だ

け
る
最
高
の
場
所
だ
と
思
っ
て
い
る
」、

「
興
味
持
っ
て
く
れ
て
る
方
が
岡
山
に
来

て
下
さ
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
比
較
的

商
談
も
ま
と
ま
り
や
す
い
の
か
と
思
う
」

等
、
商
談
の
効
果
を
感
じ
さ
せ
る
高
評
価

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
岡

山
県
内
の
み
な
ら
ず
、
関
西
・
首
都
圏
へ
の

販
路
拡
大
を
目
指
し
て
包
括
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　
池
田
）

　
8
月
9
日（
金
）よ
り
中
小
企
業
省
力

化
投
資
補
助
金
の
公
募
が
再
開
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
応
募
・
交
付
申
請
の
利

便
性
向
上
を
図
り
、
早
期
の
省
力
化
を

実
現
す
る
た
め
、
当
面
の
間
は
応
募
に

つ
い
て
は
随
時
受
付
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
採
択
・
交
付
決
定
は
申
請
か
ら

概
ね
1
〜
2
ヶ
月
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
製
品
カ
タ
ロ
グ
の
充
実
を
図

る
た
め
新
た
に「
カ
タ
ロ
グ
登
録
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
窓
口
で
は
主
に
、
製
品
カ
タ
ロ
グ

の
登
録
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
工
業
会

や
省
力
化
製
品
の
製
造
事
業
者
を
は
じ

め
、
販
売
事
業
者
、
中
小
企
業
等
か
ら

の
御
相
談
を
受
け
付
け
る
こ
と
で
、
製

品
カ
タ
ロ
グ
に
カ
テ
ゴ
リ
及
び
製
品
を

登
録
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。

　
制
度
全
般
に
関
す
る
ご
相
談
や
応
募
・

交
付
申
請
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
従
来
通
り
各
都
道
府
県
に

設
置
さ
れ
て
い
る「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
窓
口
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

  

カ
タ
ロ
グ
登
録
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
：（
0
3
）6
7
4
6︲
1
5
3
0

　
お
問
い
合
わ
せ
時
間
：

　
　
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
　
月
曜
〜
金
曜（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

  
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
窓
口（
岡
山
県
）

　
岡
山
市
北
区
弓
之
町
5
︲
7 

　
創
拓
ビ
ル
4
F

　
（
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
）

　
ご
予
約
は
こ
ち
ら
か
ら
➡

　
そ
の
他
事
業
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
H
P
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
は
、下
請
取
引

の
適
正
化
に
つ
い
て
、
従
来
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法（
以
下「
下
請
法
」と
い
い
ま
す
。）の
迅
速
か
つ

効
果
的
な
運
用
と
違
反
行
為
の
未
然
防
止
、下
請
中
小

企
業
振
興
法
に
基
づ
く
振
興
基
準
の
遵
守
の
指
導
等

を
通
じ
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年

11
月
を「
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
」と
し
、今
年
は

「
賃
上
げ
と 

労
務
費
転
嫁
を 

両
輪
に
」を
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
標
語
と
し
て
推
進
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

●
下
請
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
普
及
・
啓
発

・�

最
新
版
の
下
請
取
引
適
正
化
推
進
講
習
会
テ
キ
ス
ト

の
配
布

・�

新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
広
報

・�
都
道
府
県
、下
請
企
業
振
興
協
会
、商
工
会
議
所
、商

工
会
連
合
会
及
び
商
工
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

事
業
者
団
体
等
の
機
関
誌
等
を
通
じ
た
広
報

・�

公
正
取
引
委
員
会
、都
道
府
県
、中
小
企
業
関
係
団
体
、

事
業
者
団
体
等
の
施
設
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

●
各
種
講
習
・
広
報
動
画
の
配
信

・
中
小
企
業
向
け
広
報
動
画
の
配
信

・「
下
請
法
基
礎
講
習
」新
作
動
画
の
配
信

●
そ
の
ほ
か
の
取
組

・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等

・�

不
当
な
し
わ
寄
せ
に
関
す
る
下
請
相
談
窓
口

　

�

詳
細
は
公
正
取
引
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
」（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化

等
法
）が
令
和
6
年
11
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
働
き
方
の
多
様
化
が
進
み
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
い
う
働
き
方
が
社
会
に
普
及
し
て
き
た
一
方

で
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
取
引
先
と
の
関
係
で
、
報
酬

の
不
払
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な
問
題
や
ト
ラ

ブ
ル
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
個
人
で
あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
、組
織
で
あ
る
発
注

事
業
者
の
間
に
お
け
る
交
渉
力
な
ど
の
格
差
、そ
れ
に

伴
う
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
取
引
上
の
弱
い
立
場
に
着
目

し
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
の
業
務
委
託
取
引
に
つ
い
て
、「
取
引
の
適
正

化
」と「
就
業
環
境
の
整
備
」の
2
つ
の
観
点
か
ら
、
発

注
事
業
者
が
守
る
べ
き
義
務
と
禁
止
行
為
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
本
法
の
説
明
資
料
や
解
説
動
画
等
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
賃
上
げ
と 

労
務
費
転
嫁
を 

両
輪
に
」

令
和
6
年
度「
下
請
取
引
適
正
化
推
進

月
間
」の
実
施
に
つ
い
て

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
取
引
に
関
す
る

新
し
い
法
律
が
ス
タ
ー
ト
!

全
国
初「
岡
山
県
外
国
人
材
等

支
援
推
進
条
例
」が
可
決・成
立

　
去
る
10
月
4
日
の
岡
山
県
議
会
で
全
国
初
と
な
る

「
岡
山
県
外
国
人
材
等
支
援
推
進
条
例
」が
議
員
提
案
に

よ
り
発
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

施
行
は
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
条
例
で
は
、
地
域
の
産
業
に
と
っ
て
外
国
人
材
が
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
る
中
、
行
政
や
産
業
界
・
教
育
機

関
な
ど
が
連
携
し
て
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
魅
力

あ
る
働
き
先
と
し
て「
選
ば
れ
る
県
」に
な
る
こ
と
を
目

的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
条
例
に
定
め
る「
外
国
人
材
等
支
援
推
進
計
画
」を
知

事
が
中
心
と
な
っ
て
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
具
体
的
に
は
、

①�

外
国
人
材
の
確
保
及
び
適
正
な
労
働
環
境
の
整
備

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整
備
、

③
地
域
住
民
と
の
共
生
及
び
交
流
、

④
災
害
時
の
対
応
、

⑤�

日
本
語
教
育
及
び
県
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
こ
と
、

⑥�

行
政
、
県
民
、
事
業
者
、
教
育
機
関
関
係
者
と
の
連

携
等
、
と
い
っ
た
項
目
が
、
計
画
で
検
討
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、外
国
人
か
ら「
選
ば
れ
る
県
」に
向
け
、

岡
山
県
中
央
会
と
し
て
も
県
の
関
係
部
局
と
緊
密
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
外
国
人
技
能
実
習
生
や
特
定
技
能

外
国
人
を
受
入
れ
る
組
合
に
も
情
報
発
信
や
組
合
の
声

を
県
に
届
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

組
織
支
援
課

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5
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岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会　

島
合
宿（
宿
泊
研
修
）を
実
施

組
合
内
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
に

関
す
る
支
援
事
業
の
ご
案
内

　
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
は
、

去
る
9
月
27
、
28
日
に
児
島
唐
琴
沖
の
瀬

戸
内 

貸
切 
無
人
島 KU

JIRA-JIM
A

に

て
島
合
宿
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
合
宿
は

あ
る
程
度
隔
離
さ
れ
た
場
所
で
集
中
し

て
学
ぶ
た
め
、
ま
た
当
組
織
の
他
に
は
な

い
強
み
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
間
の
強
固
な

繋
が
り
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
1
泊
2

日
の
島
合
宿
に
よ
り
寝
食
を
共
に
す
る

こ
と
で
、
個
人
の
自
己
研
鑽
と
組
織
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
㈱
リ
ク
ル
ー
ト 

ジ
ョ
ブ
ズ
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
の
宇
佐
川

邦
子
氏
を
お
招
き
し
、中
間
管
理
職
の
育
成

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、組
合
の
方
を
対

象
と
し
て
、組
合
運
営
上
の
諸
問
題
の
解

決
や
各
種
制
度
改
正
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、セ
ミ

ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。ご

希
望
の
方
は
、お
早
め
に
岡
山
県
中
央
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

①
特
定
問
題
支
援
事
業

　�

業
務
効
率
化
や
人
材
育
成
、業
務
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、業
界

の
環
境
変
化
や
制
度
改
正
に
関
す
る
専

門
家
へ
の
相
談
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
で

ご
利
用
が
可
能

【
補
助
金
】 

上
限
15
万
円

　
　
　
　 （
補
助
率
2
/
3
以
内
）

【
活
用
事
例
】

 

･�

介
護
報
酬
改
定
研
修
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
、ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
な
ど

  
②
制
度
改
正
に
伴
う
専
門
家
派
遣

　�
働
き
方
改
革
関
連
法
な
ど
の
労
働
法

制
、民
法
改
正
等
の
制
度
変
更
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
る
対
応
や
、制
度
改
正
に

対
応
し
た
事
業
継
続
力
強
化

【
利
用
料
】 

無
料

及
び
確
保
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
中
心
に
、グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
含
め
て
学
び
を
深
め
ま

し
た
。参
加
者
は
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
タ
イ
プ
を
分
類
す
る
こ
と
で
求
め
ら
れ

る
能
力
を
確
認
し
、さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー
と
管

理
職
の
違
い
を
学
び
、自
社
の
中
間
管
理
職

に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
や
能
力
が
必
要
か

を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、自
社
が
求

め
る
人
物
像
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
に
な
り
、人
材
面
で
の
課
題
解
決
の

ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
貸
切

島
と
い
う
こ
と
で
会
議
室
と
は
異
な
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
の
た
め
、
メ
ン

バ
ー
間
の
親
睦
も
よ
り
深
ま
り
、
自
由
時

間
も
他
社
と
の
情
報
交
換
や
自
社
の
悩

み
を
相
談
す
る
な
ど
、
本
音
で
の
様
々
な

議
論
が
尽
き
ず
、
日
常
で
は
得
ら
れ
難
い

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課
　
林
）

【
活
用
事
例
】

 

･�

労
働
法
制
、民
法
等
の
制
度
改
正
の
た

め
の
社
会
保
険
労
務
士
、弁
護
士
等
の

専
門
家
派
遣

  

③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
専
門
家
派
遣

　�

昨
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
な
ど

【
利
用
料
】 

無
料

【
活
用
事
例
】

 

･�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
、仕
入
税
額

控
除
の
要
件
、適
格
請
求
書
記
載
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
、そ
の
他
実
務
上
生

ま
れ
た
疑
問
や
課
題
等
に
つ
い
て
の
専

門
家
派
遣

●
対
象

　
①
県
内
組
合・組
合
青
年
部・組
合
女
性
部

　
②
③
県
内
組
合
、組
合
員
企
業

●
派
遣
期
限

　
①
令
和
7
年
2
月
末

　
②
③
令
和
6
年
12
月
20
日

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
課

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4︲2
2
4
5
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中
小
企
業
組
合
必
携
2
0
2
4
〜
2
0
2
5

　　「
中
小
企
業
組
合
必
携
2
0
2
4
〜
2
0
2
5
」は

中
小
企
業
の
総
務
・
会
計
・
税
務
の
実
務
な
ど
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

価
格
：
5
，5
0
0
円

　

    （
税
込・送
料
別
）

中
小
企
業
組
合 

理
事
百
科 

第
2
版

　　「
中
小
企
業
組
合 

理
事
百
科 

第
2
版
」は
2
0
1
5

年
に
発
行
さ
れ
た
単
行
本
で
す
。組
合
の
概
要
か
ら
種

類
・
組
合
員
・
総
会
・
役
員
・
理
事
・
事
業
や
判
例
ま

で
、
多
岐
に
わ
た
る
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
に
発
行
さ
れ
た
第
1
版
を
基
に
、よ
り
詳

細
か
つ
分
か
り
や
す
い
表
現
に
す
る
な
ど
の
改
訂
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格
：
2
，4
2
0
円

　

    （
税
込・送
料
別
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
企
画
課

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

　

組
合
等
を
対
象
と
し
て
、本
誌「
中
央
会
お
か
や
ま
」

の
令
和
7
年
1
月
号
に
掲
載
す
る
年
賀
広
告
を
、次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
新
春
の
ご
挨
拶
、P
R
等

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
●
募
集
対
象

　
中
小
企
業
組
合
、組
合
員
企
業
等

●
掲
載
ス
ペ
ー
ス

　
1
コ
マ
あ
た
り
：
縦
30mm
、横
80mm

●
掲
載
料（
消
費
税
を
含
む
）

　

�

1
コ
マ（
6
，0
0
0
円
）、2
コ
マ（
1
2
，0
0
0
円
）、

　

�

3
コ
マ（
1
8
，0
0
0
円
）、4
コ
マ（
2
4
，0
0
0
円
）、

　

�

8
コ
マ（
4
0
，0
0
0
円
）、14
コ
マ（
7
0
，0
0
0
円
）

※
機
関
誌
発
送
後
ご
請
求
い
た
し
ま
す
。

●
掲
載
内
容

　

�

法
人
名
、代
表
者
役
職・氏
名
、H
P
の
U
R
L
、郵

便
番
号・住
所
、電
話
番
号
、F
A
X
番
号
を
横
書
き

で
掲
載

※�

ロ
ゴ
や
画
像
の
使
用
等
、デ
ザ
イ
ン
に
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、申
込
時
に
そ
の
旨
を
ご
記
載
下
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

�

岡
山
県
中
央
会
H
P
か
ら
申
込

　
フ
ォ
ー
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
日

　
令
和
6
年
11
月
25
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
企
画
課

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

書
籍
の
お
知
ら
せ

年
賀
広
告
募
集
の
ご
案
内

岡
山
県
青
年
中
央
会

今
年
度
第
1
回
目
の

オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
開
催

　
去
る
10
月
1
日
、岡
山
県

青
年
中
央
会
で
は
今
年
度

第
1
回
目
と
な
る
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
勉
強
会
を
実
施

し
ま
し
た
。講
師
に
は
岡
山

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
よ
り
、

社
会
保
険
労
務
士
で
あ
り
、

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
事
業
と
す
る
株
式
会
社

グ
ロ
ウ
ス
リ
ー
代
表
取
締

役  

小
林 

裕
司
氏
を
お
招

き
し
、「
人
件
費
高
騰
時
代
の
生
き
残
り
術
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。

　
勉
強
会
の
導
入
と
し
て
、近
年
人
件
費
が
高
騰
し
て

い
る
要
因
や
、数
年
後
を
見
据
え
た
と
き
の
人
手
不
足

の
厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
後
、各
社
で
の
生
産
性
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
や
ど
の
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
く
べ
き
か
、ま
た
活
用
で

き
る
助
成
金
等
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、「
ま
さ
に
現
状
に
つ
い
て
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
内
容
で
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
」、「
少
し
ず
つ
で
も
取
り
組
め
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
年
中
央
会
で
は
今
後
も
幅
広
い
テ
ー
マ
で
オ
ン

ラ
イ
ン
の
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）
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岡
山
県
織
物
染
色
工
業
協
同
組
合

第
15
回
日
本
の
フ
ァッ
シ
ョ
ン
輸
出

E
X
P
O
に
出
展

　
岡
山
県
織
物
染
色
工
業
協
同
組
合
は
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
10
月
15
日
か
ら
17

日
の
3
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
15

回
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
輸
出
E
X
P
O

に
、
全
国
中
央
会
の
中
小
企
業
組
合
等
課

題
対
応
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、
組
合
ブ

ラ
ン
ド「
倉
敷
染
」の
認
定
製
品
を
中
心
に

出
展
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
会
は
毎
年
春

季
及
び
秋
季
に
開
催
さ
れ
る
、
国
内
ブ
ラ

ン
ド
の
製
品
及
び
生
地
の
海
外
輸
出
促
進

の
た
め
の
商
談
会
で
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
欧

米
ま
で
世
界
各
国
の
バ
イ
ヤ
ー
が
多
数
来

場
す
る
国
際
商
談
の
場
と
な
り
ま
す
。
組

合
で
は
こ
れ
ま
で
国
内
の
消
費
者
に
向
け

て
製
品
を
P
R
す
る
展
示
会
に
継
続
し
て

出
展
し
て
き
ま
し

た
が
、海
外
へ
の
販

路
拡
大
を
図
る
べ

く
、初
め
て
当
展
示

会
に
出
展
し
ま
し

た
。来
場
さ
れ
る
海

外
の
方
へ
関
心
を

も
っ
て
頂
く
工
夫

と
し
て
、「
倉
敷
染
」

に
つ
い
て
英
語
や

中
国
語
で
も
説
明

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
会
場
内
に

ブ
ラ
ン
ド
を
説
明
す
る
動
画
を
流
す
こ
と

で
非
常
に
多
く
の
方
の
関
心
を
引
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
出
展
し
た
組
合
員
か
ら
は「
直
接
生
地
を

求
め
て
い
る
お
客
様
は
あ
ま
り
多
く
な
か
っ

た
も
の
の
、
今
ま
で
の
展
示
会
と
は
異
な
る

新
た
な
出
会
い
や
発
見
が
あ
っ
た
」と
コ
メ

ン
ト
。
当
展
示
会
に
出
展
を
行
っ
た
経
験
を

活
か
し
、
製
品
の
開
発
及
び
周
知
方
法
の
改

善
に
活
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
今

後
も
引
き
続
き
海
外
販
路
の
開
拓
を
図
る
べ

く
、
国
内
の
展
示
会
及
び
海
外
の
テ
キ
ス
タ

イ
ル
展
示
会
に
出
展
を
行
う
意
向
で
す
。

�

（
組
織
支
援
課
　
長
木
）

岡
山
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
等
D
X
推
進
支
援
事
業
実
施
報
告

　
近
年
の
外
食
産
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
発
生
以
降
、
市
場

構
造
や
消
費
者
の
食
習
慣
が
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
か
ら
転
換
期
を
迎
え
て
お

り
、
当
業
界
内
の
各
店
舗
独
自
の
努
力

だ
け
で
は
経
営
を
続
け
る
こ
と
さ
え
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
岡
山
飲
食
業
協
同

組
合（
市
内
を
中
心
と
し
た
飲
食
店
60

社
超
で
組
織
）で
は『
岡
メ
シ
』を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
情

報
発
信
、
P
R
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の

各
種
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
県
内
飲
食
業
界
の
活
性
化
に
繋
げ

る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
を
加
速
す
べ
く
同
組
合
で

は
本
年
度
、
岡
山
県
中
央
会
の
実
施
す

る
組
合
等
D
X
推
進
支
援
事
業
を
活
用

し
て
、
組
合
員
飲
食
店
60
社
超
の
連
携

を
強
化
す
る
た
め
、
組
合
員
に
向
け
た

情
報
の
発
信
・
提
供
を
実
施
す
る
組
合

W
e
b
サ
イ
ト
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
同
サ
イ
ト
で
は
、
組
合
イ
ベ
ン
ト
や

活
動
報
告
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、

G
oogle M

y M
aps

を
活
用
し
た
加
盟

店
の
紹
介
等
の
機
能
も
実
装
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、組
合
員
に
向
け
た
情
報
の
発
信
、

組
合
員
同
士
の
交
流
、
組
合
員
店
舗
の

P
R
等
の
複
数
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

今
後
、
傘
下
組
合
員
並
び
に
県
内
飲
食
業

界
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

■
U
R
L
：

　�http://okam
eshi.

com
/
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岡
山
県
自
転
車
商
協
同
組
合　

第
51
回
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

県
民
大
会
を
開
催

岡
山
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

青
年
部
と
し
て
初
の
事
業
を
実
施

　
岡
山
県
自
転
車
商
協
同
組
合（
※
令
和

6
年
6
月
に
岡
山
県
自
転
車
軽
自
動
車

商
協
同
組
合
か
ら
名
称
変
更
し
ま
し

た
。）で
は
、
県
民
の
体
力
増
進
と
自
転
車

の
交
通
マ
ナ
ー
習
得
の
た
め
に
各
支
部

主
催
に
よ
る「
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」と
年
に
1
回
岡
山
県
内
の
様
々
な
地

区
で
開
催
さ
れ
る「
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ

ン
グ
県
民
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
10
月
20
日
、
笠
岡
市
の
白
石
島
に

お
い
て
、「
第
51
回
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ

ン
グ
県
民
大
会
」を
2
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
で
白
石
島
に
渡
っ
た
参
加
者

は
勾
配
の
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を

走
行
し
、
走
行
後
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
海
の
家
さ
ん
ち
ゃ
ん
で
B
B
Q
を
行

い
ま
し
た
。
白
石
島
の
海
を
臨
む
美
し
い

景
色
や
気
持
ち
の
良
い
海
風
と
共
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
と
B
B
Q
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
思
っ
て
い
た
よ
り

も
勾
配
が
き
つ
く
疲
れ
た
が
、
そ
の
分
お

昼
の
B
B
Q
が
美
味
し
か
っ
た
。
途
中
、

日
本
遺
産
の
開
龍
寺
を
ガ
イ
ド
付
き
で

見
学
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
。」な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
同
組
合
笠
岡

　
今
年
の
8
月
に
発
足
し
た
岡
山
県
自

動
車
整
備
商
工
組
合
青
年
部
会
は
、
実
施

事
業
の
第
1
弾
と
し
て
、
10
月
19
日（
土
）

に
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
た
は
た
ら
く

ト
ラ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

2
0
2
4
に
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
岡
山
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
高
所

作
業
車
や
、
冷
蔵
冷
凍
ト
ラ
ッ
ク
等
の

様
々
な
機
能
を
持
つ
ト
ラ
ッ
ク
が
集
ま

り
、
来
場
者
に
対
し
て
様
々
な
体
験
を
提

供
す
る
も
の
で

す
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
で
午
後

か
ら
は
イ
ベ
ン
ト

中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、

午
前
中
の
短
い
時

間
だ
け
で
も
家
族

連
れ
の
方
を
中
心

支
部
の
丸
山
支
部
長
か
ら
は「
島
独
特
の

雰
囲
気
や
景
観
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
。

当
日
は
島
で
別
の
催
し
物
も
重
な
り
、
活

気
の
あ
る
白
石
島
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
て
非
常
に
有
意
義
な

大
会
に
な
っ
た
と
思
う
。」と
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
組
合
で
は
各
支
部
を
含
め

た「
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」を
開
催

し
ま
す
。
健
康
と
自
転
車
マ
ナ
ー
習
得
の

た
め
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

�

（
組
織
支
援
課
　
小
郷
）

に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
と
と
も
に
自
動
車
の
点
検
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
る
か
説
明
を
行
っ
た
り
、
車

の
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
等
の
仕
組
み
を
設
備
を

用
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
業
界
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の「
て
ん
け
ん
く
ん
」や
、
組
合
員
企
業

の
保
有
す
る
カ
ラ
フ
ル
な
汽
車
バ
ス
も

多
く
の
こ
ど
も
た
ち
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。
青
年
部
会
長
の
藤
森
大
輔
氏

か
ら
は
、「
こ
の
取
組
を
事
業
の
第
1
弾

と
し
、
今
後
も
様
々
な
取
組
を
青
年
部
全

体
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
活
発
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。

今
後
は
11
月
に
定
例
会
が
行
わ
れ
、
青
年

部
会
員
間
で
の
活
発
な
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

�

（
組
織
支
援
課
　
長
木
）
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ト
と
S
N
S
の
開
設
に
向
け
て
I
T
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
に
取

引
力
強
化
推
進
事
業
等
を
活
用
し
て
、
組

合
員
の
紹
介
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を

備
え
た
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成
し
、

同
時
にInstagram
・
Facebook

も
開

設
し
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
萩
焼
と
組
合
員
各

社
の
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
、
と
く
に
今

ま
で
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
組
合
員
の
知
名
度
向
上
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。
S
N
S
で
の
発
信
は
I
T
委

員
会
が
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
作
品
の
写
真
だ
け
で
は
な
く
作
品

が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
工
程
も
掲
載
し
て

い
る
た
め
、
今
ま
で
消
費
者
が
目
に
す
る

こ
と
の
な
か
っ
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

き
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
た
め
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
の
売
上
も
順
調
に
伸
び
て
い

ま
す
。
ま
た
、
波
及
効
果
と
し
て
対
面
店

舗
で
の
売
上
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

組
合
内
に
3
つ
の
委
員
会
を
設

け
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
い
ず
れ
か
に
所

属
す
る
こ
と
で
役
割
と
責
任
が
明
確
に
な

り
、
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

組
合
デ
ー
タ

萩
焼
協
同
組
合

所
在
地
：�

山
口
県
萩
市
大
字
東
田
町
1
9
番
地
4

設　

立
：1
9
9
8
年
6
月

主
な
業
種
：�

萩
焼
製
品
の
卸
売
業
又
は
小
売
業

組
合
員
数
：
17
人

H　

 

P
：https://hagi-yaki.jp/

先
進
組
合
事
例
抄
録

（
収
集
年
度
：2
0
2
3
年
度
）よ
り

※
情
報
は
当
時
の
も
の

■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
萩
市
の
代
表
的
文
化
産
業
で

あ
る
萩
焼
受
注
の
受
け
皿
を
つ
く
り
、組
合

員
の
経
営
体
質
の
強
化
と
経
営
の
安
定
を

は
か
る
事
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。当

組
合
が
所
在
す
る
萩
市
は
歴
史
的
な
遺
産

や
人
物
に
恵
ま
れ
た
全
国
有
数
の
観
光
地

で
す
が
、近
年
の
観
光
客
数
は
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
て
低
迷
し
て
お
り
、萩
焼
業
界
は
観
光

客
数
低
迷
と
消
費
者
ニ
ー
ズ
多
様
化
の
影

響
を
受
け
出
荷
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
影
響
か
ら
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
が
中

止
と
な
り
対
面
販
売
で
の
売
上
が
激
減
す

る
な
ど
、一
層
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、萩
焼
の
需
要
喚
起
を
目
的
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
販
売・販
促
活
動
に
力
を

入
れ
る
こ
と
と
し
、組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
S
N
S
等
を
構
築
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
活

用
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
取
組
の
手
法
と
内
容

　
当
組
合
は「
催
事
・
共
同
販
売
」「
I
T
」

「
研
修
・
教
育
」の
3
つ
の
委
員
会
を
設
け

て
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
い
ず
れ
か
に
所

属
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

で
興
味
喚
起
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
専
門
家
を
招
い
て
の
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

地
元
の
萩
商
工
会
議
所
に
よ
る
全
面
的

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
、
事
業
を
円
滑
に
か
つ

効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
以
上
の
販
促
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
開

設
し
て
約
2
年
半
でFacebook

約
2
，

5
0
0
人
、Instagram

約
3
，3
0
0
人

と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増
や
せ
た
の
で
、
萩
焼

の
魅
力
を
県
内
外
に
広
く
P
R
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
S
N
S

か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
誘
導
で

県
外
先
進

組
合
事
例

萩
焼
協
同
組
合

組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
S
N
S
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
共
同
宣
伝
活
動

Point

萩焼の作品

組合ウェブサイト

組合Instagram
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 3.4 2.4 32.8 − 3.4 − 24.1 − 13.8 − 3.4 − 3.4 − 24.1
（8.6） （0.0） （31.0） （− 3.4）（− 20.7）（−10.3）（−10.3） （3.4） （− 24.1）

製 造 業 − 17.2 − 6.9 37.9 0.0 − 27.6 − 17.2 − 3.4 − 3.4 − 27.6
（− 6.9） （− 6.9） （34.5） （− 3.4）（− 34.5）（− 10.3）（− 10.3）（− 6.9）（− 31.0）

非製造業 10.3 23.1 27.6 − 6.9 − 20.7 − 10.3 − 3.4 − 20.7
（24.1） （15.4） （27.6） （− 3.4） （− 6.9）（− 10.3） （13.8） （− 17.2）

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

9 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 2         40       16　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付
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岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
R.4.8 229 10 11 12 R.5.1 3 4 5 6 7 9 10 11 12 R.6.1 3 4 5 6 7 8 98

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
2 2R.4.7 8 9 10 11 12 R.5.1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 R.6.1 3 4 5 6 7 8 912

2 2R.4.6 7 8 9 10 11 12 R.5.1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 R.6.1 3 4 5 6 7 812

食料品
●�原料米価格の超高騰による価格転嫁は困難。収益悪化懸念。� 《味噌》
●�欧州向け輸出は好調、秋の気配とともに需要期に入っていくと思われる。JA全農から令和6年産もち米の価格提示があり、

昨年産から20〜25％アップになる。精米加工賃も値上げとのこと。製品全体の値上げの検討に入る。� 《米菓》
●�需要堅調なるも、人員確保に苦慮している。� 《製粉・製麺》
●�9月度は、やっと値上げをする事業所も増えてきたが、深刻な原料高の中、確固たる粗利を求められず営業利益は、前年と変

わらず平調な推移とみられる。長期的で今や安定化しつつあるかつてない円安水準は、不安定な原材料高をもたらし、既存
製品の利益の圧迫をより進めている。我々中小企業経営者にとってさらに大きなストレスをもたらしていて事業の先の先
が読めない状況が続いている。また、我が日本国の人口減少は、歯止めが効かず近い将来、大都市圏、或いは、地方都市で
も大都市圏発の大企業による《大資本による無選別的》な就業人員の囲い込みが、大きな脅威となり地方中小事業所の就
業人員不足を、さらに深刻化させると思われる。この中小企業の発展を阻害する大企業の「人員」の囲い込みは、早急に歯
止めをかけなければ、中小企業にとって「人財」をいかに担保でき発展の余地を得るかは、中小企業経営者が新たな就業者

（人財）を迎えるために企業努力し魅力ある企業に変革できるかどうかにかかわっている。� 《醤油》
●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり業況の改善も見受けられるが出荷量は思った程伸び

ない。輸出数量については、好調に伸びている。� 《酒造》
繊維工業
●�受注が決まりにくかった5、6月から緩やかに回復してきている。商品の品種的にもセルビッチに限られていた引き合いが他

の広幅等にもきている。先月同様、回復度合いは企業間格差が大きい。� 《織物業・井原》
木材・木製品
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷
●�用紙代に続き、段ボールケースも11月より値上げが予定されている。� 《出版・印刷》
化学・ゴム
●�自動車メーカーの操業は戻りつつあるが、まだ前年並みまでは回復していない。労務費の価格転嫁については、ほぼお客様

のご了解をいただく。最低賃金の上昇について対応中。経営への影響は大きい。� 《ゴム》
窯業・土石製品
●�岡山県全体の9月累計出荷量は、対前年比97.5％であった。7月から8月にかけて80％台と低水準で推移していたが、9月に

なってようやく前年並みの出荷量に近づいてきた。耐久性が高く、LCC（ライフサイクルコスト）に優れているコンクリート塗
装について、国土交通省中国地方整備局を訪問し、トンネル内のコンクリート塗装のみならず、明かり部や交差点部、県北の
積雪地帯でのコンクリート塗装の積極採用をお願いした。中国地方5県の中でも岡山県は特にコンクリート塗装が採用され
ている箇所が少ない事から、少しでも採用事例を増やして頂くよう要望した。� 《生コンクリート》

●�今年夏前に実施した価格改定の効果がようやく表れたようで、対前年比は僅かに上昇したが、その他については特段の変
化は見られない。� 《ブロック》

一般機器
●�前月同様、受注量は減少し、設備操業度も昨年を下回っている。今後も厳しい状況が続くと予想している。� 《鉄工・岡山》
●�全体的にはやや低調である。受注量はほぼ前年並みだが、原材料単価がネック。また、人員不足による残業時間の増加も影

響している。� 《工作機械・総社》
●�先月から価格転嫁が出来ているので、収益は好転できた。補助金が採択されたので、予定通りの設備投資が進められる。
� 《工作機械・井笠》
その他
●�物価上昇とコロナ以降の集会の形態の変化影響もあるのか全くと言っていいほど動きが悪く、9月も過去最低かもしれない。�《畳》

製造業
2024年9月分のコメント
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卸売業

●�仕入高の上昇の方が高く収益的には少々悪め。8・9月は天候によって販売量、価格が大きく変動。対策は難しいが可能な限
り事前に備えるようにしたい。� 《水産物》

小売業

●��メーカーの取引条件が厳しくなったため、販売店の減少・高齢化と人口減少で地方の販売店の減少傾向が加速してきている。�《自動二輪》
●�今年の9月は暑い月となった。昨年の9月の猛暑日はなし、今年は14日あり本当に異常な残暑となった。昨年に比べ土日祝

日が1日多いにもかかわらず、全体の売上前年比は水面下、客数も同程度の水面下で厳しい結果となった。前年はコロナ禍
明けで回復傾向にあり約7割の店舗が前年を大幅にクリアしたが、今年は3割がクリアするのみであった。厳しい残暑の影
響により、秋物への移行が鈍化したことが低迷の一因とも考えられる。� 《共同店舗》

商店街

●�来街者数に大きな変化は見られないが、残暑とは言えない気候によりアパレル関係を中心に初秋の販売に影響が出てい
る。� 《商店街・岡山》

●�9月に入っても残暑厳しく、客足が疎らだった。� 《商店街・津山》
●��9月の終りころは、気温が35℃以上の日がなくなり、少し通行量が増えたように感じる。9月上旬まで夏物が売れたが、良い

傾向ではないと思う。� 《商店街・倉敷》
サービス業

●�前年度比総請求金額は未だ低迷している。取扱件数は減少、請求額は若干増加であったが減少傾向は変わらない。いずれ
にしろ、まだ回復基調にあるとは言いがたく、引き続き会員の状況は厳しい。療養費収入だけでは事業経営が成り立たず自
費による施術収入も不安定である。� 《医療・柔道整復師》

●�前月までもそうだったが、9月についても、売上が大きく伸びた宿と下がった宿に二分化されている印象。雇用人員に関して
も、増えた宿、減った宿とあり、地域内での人員の行き来があるように感じられ、根本的な雇用の解決に関しては先が長そ
う。� 《旅館・ホテル》

●�建設業組合員については、ベトナムでの建設業技能実習生の応募者が激減しており、国外出国が緩和されたミャンマーに
シフト、 採用が増加しつつある。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れは、他組合員に広がり、組合員2
社の採用者6名が9月に入国、今後の求人も順調に伸びている。サービス業組合員は、売上は好転、収益も改善しつつある。
介護サービス組合員の外国人材については、3名が採用され、年内には入国予定。� 《異業種》

●�鉄・非鉄スクラップについて、製鋼メーカーの非需要期の為、価格の下落が続いている。スクラップの発生も低調なため、扱
い量減、販売額減と厳しい状況が続いている。古紙は、猛暑も終わり、少しずつ物が動いて来たのか、ダンボールの発生は
安定している。その他の新聞・雑誌は一時に比べて激減。ゴミに混入している古紙の掘り起こしが必要。� 《リサイクル》

建設業

●�猛暑による為か、リフォーム見積依頼が減少し契約の減少となる。� 《リフォーム》
●�異常天候の影響で工事は増えているが、暑さ等により効率が悪い。� 《防水工事》
運輸業

●�観光バスの集客人員は前年同月比73％となった。残暑の影響で観光需要は大きく伸び悩んだ。高速バスは前年同月比106％と
前月より対前年比が好転した。コロナ5類移行後は回復基調が続いており、人流は活性化し前年並みを堅持している。� 《バス》

●�2024年度も半ばになり、ドライバー不足による物流確保の意識が取引先にも浸透しつつあるようで、運賃が上がったとの
話を聞くことが増えてきた感がする。その上昇率は決して満足できるものではないが、このような方向性が見えかけている
ようだ。� 《トラック》

●�上期は、インバウンドの復調を含めた人流回復に起因する分野の市場は上向いたものの、一方では、長引く物価高騰により
個人消費は低調な推移となったことで、猛暑の特需はあったものの、全般的に期を通して流通量が低下した半期となった。�
� 《倉庫業》

その他

●�9月も原材料高騰等による影響を受けている企業については資金繰り支援を強化している。11月に「しんくみビジネスマッ
チング」も開催することから本業支援も強化していく。� 《信用組合》

非製造業
2024年9月分のコメント
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先
日
、
少
し
大
き
な
買
い
物
を
し
ま
し
た
。
寝
具

の
マ
ッ
ト
レ
ス
で
す
。
肩
こ
り
や
腰
痛
も
あ
り
、
寝

具
に
は
こ
だ
わ
る
方
で
、
今
回
も
色
々
と
調
べ
な
が

ら
慎
重
に
選
び
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
は
色
々
な
物

の
購
入
前
に
カ
タ
ロ
グ
や
ネ
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で
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べ
る
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と
に

長
時
間
を
費
や
し
が
ち
で
、
か
な
り
時
間
の
ム
ダ
遣

い
を
し
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
も
、
ひ
そ
か
に
結
構

好
き
な
時
間
で
す
。
結
局
、
ア
ン
ネ
ル
ベ
ッ
ド
と
い

う
国
産
メ
ー
カ
ー
で
近
隣
店
舗
に
実
物
が
な
い
も
の

を
取
り
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
は
言
え
、
マ
ッ
ト
レ
ス
は
長
時
間
寝
て
み
な
い

と
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
購

入
初
日
は
ワ
ク
ワ
ク
と
緊
張
の
中
で
寝
ま
し
た
。
思

っ
た
よ
り
柔
ら
か
い
感
触
だ
な
、
と
思
っ
て
い
る
う

ち
に
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
夜
中
に
目
が
覚
め

る
と
首
が
痛
い
…
、
枕
が
合
っ
て
い
な
い
の
か
？ 

今

日
ま
で
約
2
週
間
、
ま
だ
枕
の
高
さ
調
整
は
続
い
て

い
ま
す
が
、
マ
ッ
ト
レ
ス
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
歳
の
せ
い
か
、
夜
中
に
目
が
覚
め
る
、
眠
れ
な
い

時
も
増
え
た
気
が
し
ま
す
が
、
寒
く
な
っ
て
く
る
と
、

眠
れ
な
く
て
も
暖
か
い
布
団
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
だ
け

で
心
地
良
い
の
で
、
睡
眠
時
間
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

公益財団法人 産業雇用安定センター
〒700-0826　岡山市北区磨屋町10-20 磨屋町ビル４階　TEL 086-233-3081  FAX 086-233-1227

公益財団法人 産業雇用安定センター

高齢者の
就業支援の
ご案内

生涯現役社会の
実現に向けて、
高齢者の就業を
支援します！！

キャリア人材バンク事業
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